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令和４年１２月定例教育委員会会議結果報告及び会議録（要点筆記）  

 
日  時：令和４年１２月２２日（木）１３：３０ ～１４：００ 

場  所：古賀市役所 第１庁舎 第１委員会室 

出席委員：長谷川教育長 米倉議長 大賀委員 木村委員 小山委員 松下委員 

欠席委員：０名  

事務局 ：横田教育部長 桐原教育総務課長 島居学校教育課長兼主幹指導主事 渋田生涯学習推

進課参事補佐兼スポーツ振興係長 柴田文化課長 坂井青少年育成課長 石橋学校給食

センター所長 江口学校教育課主任指導主事 教育総務課庶務係（坂井、石井） 

傍聴者 ：０名 

付議事項： 

 １．開会 

 ２．教育長あいさつ 

 ３．諸 報 告 

（１）教育長報告 

（２）教育委員情報交流 なし 

（３）教育委員会報告  

 ①古賀市議会第４回定例会について 

 

４．議案 なし 

 

５．協議事項 なし 

 

６．その他事項 

（１）各課（所属）等報告 

（２）その他 

 

 ７．閉会 
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会議内容：以下のとおり 

 

１．開会  

１３時３０分、議長が開会を宣言。寒波が来たり、雪が降り始めたりといきなり寒くな

りました。コロナも増えてきて心配しております。体調等、皆様気をつけましょう。そ

れでは、委員会を開催いたします。 

 

２．教育長あいさつ 

   ・コロナもインフルも増えてきておりますので、学級閉鎖・学年閉鎖が出ております。学

校の教員もですけれども、1学年に 3人ずつが交代でかかっているような状況で、ニュ

ースを見る限り全国的に増えているのかなという状況ですけども、うまくつき合ってい

く以外にはないのかなと思っております。お互いに気をつけて、年末年始を迎えたいな

と思っております。気を付けてまいりましょう。 

    

３．諸報告 

（１）教育長報告 

    ・寒波が来ました。明日は小学校通常登校、中学校は９時まで登校といたします。状況に

応じて対応してまいります。 

 

（２）教育委員情報交流 なし 

 

（３）教育委員会報告  

     ①古賀市議会第４回定例会について 

     私の方から、市議会第４回定例会について報告させていただきます。本日お配りしまし

た資料を御覧ください。 

会期は 12月 6 日から 21日までの日程で行われました。 

教育部関連は報告 1件、議案は 3件でございました。 

資料、議案に記載の①報告 8号は、クロスパルこがの裁判に係る報告で、記載のとおり

でございます。 

②第 71 号議案。古賀北中学校の余裕教室の開放、それと④第 78号議案、クロスパルこ

がの指定管理者については、12 月 13 日の文教厚生常任委員会で、生涯学習推進課が質

疑を受け、③第 72号議案は、14日の補正予算審査特別委員会で各担当課が質疑を受け、

いずれも 21 日の議会最終日に議決をいただいております。 

一般質問は、教育部関連に 4人の議員から通告がありました。 

①内場議員からは、「学校給食の無償化推進を」として、チルドレンファーストを掲げ

る古賀市として、学校給食の無償化を推進すべきとして質疑がありました。回答としま

して、学校給食が食育などの義務教育の一環という観点から、無償化は、国が実施する

ものと考えていること。市としましては、学校施設の改修や、市独自の多様な人的配置

を継続することで、学習環境の充実を優先したいことを説明しております。 

②紙谷議員からは、「子どもたちの健やかな成長を支える食育について」として、古賀

市の食育推進について、また、年齢に応じた食育推進について質疑がございました。回
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答は、健康介護課、子育て支援課とともに、学校では生きるための大切な基本となる食

について、9 か年で正しい知識と主体的に行動できる力の習得を目標に取り組んでいる

こと。栄養教諭を中心に、給食時間や各教科の時間と食育を関連させながら指導を行っ

ていること。保護者には、小学校で給食試食会を実施し、栄養教諭から食育について学

ぶ機会をつくっていること。年 3回の栄養教諭からの給食だよりや、養護教諭からの保

健だよりを作成し、啓発を図っていることを説明しました。 

③吉住議員から 2 件ございまして、1 件目は「通学児童の安全確保」として、見守りボ

ランティアの活動、花鶴小学校区の石ヶ崎橋の安全対策について質疑がありました。回

答は、総務課、建設課とともに、自主防犯団体、自治会や地域住民や保護者、糟屋地区

交通安全協会古賀支部の見守り活動については、大変ありがたく思っており、活動の担

い手不足は課題と捉えていること。市としては、自主防犯団体を支援するとともに、活

動されている方へ情報提供や登録の案内などを通じて、通学児童の見守り活動を支援し

ていくこと。登下校時間の散歩や買物、ごみ出しなど、ながら防犯の周知・啓発で担い

手の幅を広げられるよう努めること。石ケ崎橋は歩道が狭く、段差があるなど、構造的

な問題は把握しているが、県管理の橋梁であるため、安全対策は、県と協議しながら進

めていくことを説明しました。 

2 件目は、「船原特別展の見学支援」として、来年、令和 5年の秋に、小郡市にある九州

歴史資料館において、船原古墳の特別展が開催される予定のため、市として市民に観覧

への勧奨や観覧の支援策について質疑がありました。回答として、市民の皆さんに、船

原古墳を知ってもらう好機ととらえ、九州歴史資料館での現地学習などを検討すること。

周知は、市民には、市ホームページやフェイスブックなどを通じて、小中学生には安全

安心メールで案内を配信することで、御家族で見学に来てもらえるように進めていくこ

と。古賀市歴史資料館でも、特別展の時期に合わせた展示ができるよう工夫することを

説明しました。 

④伊東議員からは、「持続可能な農業の推進のため、有機農業に取り組んでは」として、

学校給食での有機農産物の利活用等を含め、持続可能な有機農業の推進に取り組んでと、

千葉県いすみ市の給食への取組などを事例に質疑がありました。回答は、農林振興課と

ともに、学校給食は、1日当たり 6000 食弱を提供しており、有機農産物は、食材の供給

量の確保や価格などの課題があり、市としては、安心な地元産食材の利用を継続して推

進していくこと。児童生徒が口にする食材については、今後も安全安心を第 1に考えた

食材調達に努めていくことを説明しております。 

以上で定例議会の報告を終わります。 

 

４．議案 なし 

 

５．協議事項 なし 

 

６．その他事項 
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（１） 各課（所属）報告 

ア、 教育部長 なし 

        

イ、 教育総務課  

・来月の定例教育委員会を 1月 19 日に行いますが、そのあと古賀北中学校、令和 3年か

ら今年の 4 年にかけて 2 か年の大規模改修工事をやっております。そちらのほう若干外

構が残っている部分がありますが、大方、現在の足場も外れまして、工事の最終段階に

来ております。 

1 月 19 日に皆様を御案内するときには、もうほぼ地域開放室を含め、新しい地域開放室、

利用者のための駐車場、バリアフリーの行き届いたトイレでありますとか、そういった、

最新の学校の改修事例をお見せできることになろうかと思います。次回の定例教育委員

会の後に御案内させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

ウ、学校教育課 

・①11 月までの生徒指導状況について 

いじめ認知件数は小中で 15 件、不登校兆候が小中で 116 人、不登校が小中で 152 人と

なっております。また、あすなろ教室への正式入級 5人、体験入級者が 8人となってお

ります。 

・新型コロナウイルス感染症対策について 

古賀市では、日本国内の状況と同じく、拡大傾向がうかがえます。 

12 月 13 日現在での、4月からの児童生徒の陽性者数合計は、1257 人となっております。 

また、小小中学校 1校ずつ、学級閉鎖も出ております。 

今後も学びを止めないように、学校医と連携して感染対策を継続して進めてまいります。 

・令和 3年度から実施しております部活動の在り方に関する懇談会についてです。 

本懇談会は、今年、今回で第 4回目を迎えます。今回は文化庁から出されました文化部

の地域移行に向けた検討会議提言、そしてスポーツ庁と文化庁から案として、学校部活

動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドラインの公表及び経

済産業省からの未来の部活ビジョンの公表を受けて、開催しております。学校部活動及

び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン案と、未来の部活ビ

ジョンにつきまして、御手元の資料にも添付させていただいております。 

まず、資料の学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイド

ラインを御覧ください。このガイドラインは案であり、広くパブリックコメントを実施

して、今後公表されることとなっております。委員の皆さんも既に御存じのとおり、学

校部活動の加熱化による子どもたちの健康面での課題や、教職員の働き方改革の課題か

ら、国や学校部活動を地域へ移行していくほう方針で進めてきております。今回の懇談

会では、主に資料の説明をはじめ、地域部活動として、既存の団体でも中学生を受入れ

可能かどうかの調査、及び、学校部活動の顧問になっていただける方の開拓のために、

アンケートちょ、アンケート実施を確認し、内容の検討を行っております。 
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次に、経済産業省からの未来の部活ビジョンの資料を御覧ください。 

学校部活動から地域部活動への移行を見据えて、持続可能なシステムとするために、経

済的、つまりビジネスの考え方から検討した資料となっております。 

従来からの漢字で表記される部活から、様々な運営主体が提供してスポーツクラブ活動

とする、片仮名表記のブカツとして、この資料では明確に区別して表現しながら、持続

可能なシステムとするための方策を示してあります。持続可能とするならば、地域部活

動の運営にかかる費用を生み出す工夫も必要という参考例として、提示させていただい

ております。このような内容を懇談会で共有しております。次回の懇談会は 3月中旬の

実施を予定、実施予定となっており、本年度最後となります。団体や指導者へのアンケ

ートの結果を集約して、今後の地域移行に向けて前進できることを期待しております。 

 

エ、生涯学習推進課 なし 

 

オ、文化課 なし 

 

カ、青少年育成課  

 ・西っ子アンビシャス広場について。１２月２６日に議場見学を行います。 

  参加は 7 名程度と少ないですが、実際議場に入り、模擬の議案を審議する機を設け、政

治等に関心持ってもらう場として企画しております。 

 

キ、給食センター なし 

 

（２）その他  

教育総務課長 (行事予定表の説明)  

庶務係長 （今後の定例教育委員会の日程調整） 

     1/19、2/16 終了後社会教育委員さんと市長との意見交換会、3/7 15：30 からの予定で

す。よろしくお願いいたします。 

米倉議長 1/19、2/16、3/7 定例教育委員会です。よろしくお願いいたします。 

 

７．閉会 

議長が閉会を宣言し、１４時００分閉会した。 


